
2023年

時 期 １年Ａ巡 単元 実習 教科名

2023.4.1

総時限 10時限 石郷岡

必要時限 10時限

　指導教員の実務経験 該当 非該当

国際自動車整備科 授業計画

実習-電装Ａ

科 目 自動車整備
教科書等

持参品

　翻訳ツール（辞書等）
発行日

　校内作成テキスト

　①正確な半田付けの方法を理解する。

教科担当

　自動車整備士として、電装品整備の実務経験がある教員により電装品の構成、構造について指導する。

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　①半田ごてを使い、半田付けの方法を習得する。

　②日本語による説明にて内容を理解する。

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

　②半田ごてや半田等の取り扱いを理解する。

　③組立説明書から日本語を理解する。

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

　テスト内容から出題する問題に、日本語で解答する。

　準備学習

　特になし。



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 　パワーポイント資料

2 　校内テキスト

3 　半田付け手順のポイント

4

5

6

7

8

9

10

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

国際自動車整備科 2023年 授業計画

１年Ａ巡 実習 実習-電装Ａ

　アクティブスピーカー

　組立キット

　アクティブスピーカー

　完成基板部写真

　期末試験用半田付け

　基盤と抵抗　アクティブスピーカー作成

期末試験

　アクティブスピーカー作成

　アクティブスピーカー作成

　集積回路、電子基板の必要性について

　組立キット内の練習用基板にて、半田付け練習

　組立キット内の練習用基板にて、半田付け練習

　組立キット内の練習用基板にて、半田付け練習

　アクティブスピーカー作成

　アクティブスピーカー作成



2023年

時 期 １年Ｂ巡 単元 実習 教科名

2023.4.1

総時限 10時限 石郷岡

必要時限 10時限

　指導教員の実務経験 該当 非該当

　準備学習

　特になし。

　②電圧、電流、抵抗の測定方法を理解する。

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

　サーキットテスタで適切な電圧、電流の測定を行う。

　①正確なサーキットテスタの使い方を理解する。

教科担当

　自動車整備士として、電装品整備の実務経験がある教員により電装品の構成、構造について指導する。

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　①サーキットテスタを使い、電圧、電流、抵抗の測定方法を習得する。

　②日本語による説明にて内容を理解する。

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

国際自動車整備科 授業計画

実習-電装Ｂ

科 目 自動車整備
教科書等

持参品

　翻訳ツール（辞書等）
発行日

　校内作成テキスト



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 　パワーポイント

2 　校内テキスト

3 　サーキットテスタ 24

4 　電子ブロック 12

5

6

7

8

9

10

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

国際自動車整備科 2023年 授業計画

１年Ｂ巡 実習 実習-電装Ｂ

　期末試験

　電流と抵抗の関係

　電圧、電流の測定

　電圧、電流の測定

　自動車電装整備におけるサーキットテスタの必要性の説明

　サーキットテスタによる点検項目とは

　電圧、電流、抵抗とは

　　抵抗の測定

　　電圧の測定

　電流と電圧の関係



2023年

時 期 １年Ｃ巡 単元 実習 教科名

2023.4.1

総時限 12時限 石郷岡

必要時限 12時限

　指導教員の実務経験 該当 非該当

　準備学習

　特になし。

　②電圧、電流、抵抗の測定方法が理解出来る。

　③分流、分圧、電圧降下を理解出来る。

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

　サーキットテスタで正確な電圧、電流の測定を行う。

　①正確なサーキットテスタの使い方を理解出来る。

教科担当

　自動車整備士として、電装品整備の実務経験がある教員により電装品の構成、構造について指導する。

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　①サーキットテスタを使い、電圧、電流、抵抗の測定方法を正確に習得する。

　②電気回路の分流、分圧、電圧降下を理解する。

　③日本語による説明にて内容を理解する。

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

国際自動車整備科 授業計画

実習-電装Ｃ

科 目 自動車整備
教科書等

持参品

　翻訳ツール（辞書等）
発行日

　校内作成テキスト



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

　パワーポイント

　校内テキスト

2 　サーキットテスタ 24

3 　電子ブロック 12

　電子回路作成キット 24

　圧着ペンチ

5 　ヒューズ

6 　コネクタ（カプラ）

7 　端子

8 　配線

9 　スリーブ

10 　電気回路断線時の電圧分布の確認と測定、その意味 　その他

11

12

国際自動車整備科 2023年 授業計画

１年Ｃ巡 実習 実習-電装Ｃ

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

1
　電流と電圧、抵抗の関係を復習する

　　①抵抗の測定

4
　直列及び並列回路の測定作業

　　①直列回路の測定/分圧

　電気回路を作成する

　電気回路を作成する

　サーキットテスタを使用し、電圧、電流の測定練習

　期末試験

　　②電圧の測定

　　③電流の測定

　　②並列回路の測定/分流

　電圧降下について

　同電位の意味とは



2023年

時 期 １年Ｄ巡 単元 実習 教科名

2023.4.1

総時限 8時限 石郷岡

必要時限 ８時限

　指導教員の実務経験 該当 非該当

　自動車の配線色記号がわかる。

　準備学習

　特になし。

　自動車のコネクタと配線の位置関係がわかる。

　②自動車の配線図、回路図の内容が理解できる。

　③自動車のコネクタ、配線色記号の識別が理解できる。

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

　サーキットテスタで正確な電圧測定が出来る。

　①サーキットテスタで正確な電圧測定が出来る。

教科担当

　自動車整備士として、電装品整備の実務経験がある教員により電装品の構成、構造について指導する。

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　①サーキットテスタを使い、自動車の電気回路の電圧測定が出来る。

　②自動車の配線図集（配線図、回路図）の見方がわかる。

　③配線図よりコネクタの見方、配線色記号の識別がわかる。

　④日本語による説明にて内容を理解する。

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

国際自動車整備科 授業計画

実習-電装Ｄ

科 目 自動車整備
教科書等

持参品

　授業ノート
発行日



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

　授業ノート

　灯火装置シミュレータ 8

　パワーポイント

　サーキットテスタ 24

　確認用コネクタSET 24

3 　K12　配線図集

　K12　回路図

　作業台

　パーツスタンド

5 　電導師 7

6 　コードリール 7

7

8

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

1
　1．自動車の配線図集

　　①配線図、回路図の説明、役割

国際自動車整備科 2023年 授業計画

１年Ｄ巡 実習 実習-電装D

　　　・配線図からストップランプ回路のコネクタ、配線色の抜き出し作業

　２．サーキットテスタによるコネクタの電圧測定方法について

　３．灯火装置シミュレータを使ったストップランプ回路の電圧測定

期末試験

2

　　②回路の抜き出し作業について

　　　・回路の接続表現

　　　・回路の保護装置

4

　　③コネクタ及び配線色の抜き出し作業について

　　　・配線色の見方

　　　・コネクタの見方

　　　・回路図からストップランプ回路（配線番号）の抜き出し作業


